
平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

計 71,838 69,184

○日本アルジェリア外交樹立５０周年

○日中国交正常化４０周年

○日東ティモール外交樹立１０周年記念平和年

文化活動啓発費
（周年事業）

○米国への桜寄贈１００周年

啓発宣伝事業謝金 1,479 1,280 以下５件の周年事業案件を要求するため。

70,359 67,904 ○日イスラエル外交関係樹立６０周年

活動実績

（当初見込
み）

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

－

22年度 23年度活動見込

○日ﾄﾙｺ友好120周年(1件）
○日墨交流400周年１回）
○日ｸｳｪｰﾄ国交樹立50周
年(２件）
○和太鼓「壱太郎」公園（ｶ
ﾀｰﾙ１回）

100達成度

－

単位当たり
コスト

大型文化事業１件当たり約５００百万円 算出根拠 大型文化事業経費25,527,110円/年間実施回数５回

○日トルコ友好１２０周年１回実施
○日墨交流４００周年１回実施
○日クウェート国交樹立５０周年２回実施
○和太鼓「壱太郎」公演（カタール１回）

20年度 21年度

件

○日ﾒｺﾝ交流年（７件）
○インドネシア周年事業（１
件）

○日ﾒｺﾝ交流年（８件）
○ﾄﾙｺにおける日本年（２
件）

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

22年度
目標値

（　　年度）

毎年周年事業の機会を捉え，当該国における対
日関心を高め，我が国外交にとって好ましい環
境を長期的に醸成する事を目的とし，更なる対
日好感度の増進を実施。

成果実績 件
事業参加者の
好感を得ている

（8）

事業参加者の
好感を得ている

（10）

事業参加者の
好感を得ている

（5）
－

成果指標 単位 20年度 21年度

％ 100 100

執行率（％） 90.3 98.1 86.7

執行額 65 52 26

計 72 53 30 72 69

－ － －

繰越し等 - - - -

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 72 53 30 72 69

補正予算 －

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

外務省内手続きに従って選定された周年・交流年事業を対象に、大規模な日本文化紹介事業（主として公演）を相手国で実施す
る。

実施方法 ■業務委託等

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条並びに
外務省組織令第２条及び第２７条

関係する計画、
通知等

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

政府首脳レベルでの決定に基づく周年・交流年等に際して、政府として内容・規模の充実した文化交流事業を実施・協力し、ハイ
レベレルの参加を得て、魅力ある日本文化を大いにアピールし、当該国（地域）との相互理解、当該国の対日好感度の増進を図
る。

事業開始・
終了(予定）年度 担当課室 文化交流課 課長　米谷　光司

会計区分 一般会計 施策名 Ⅲ－１　海外広報，文化交流

事業番号 237
　　　　　　　　　　　　平成23年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 大型文化事業費 担当部局庁 広報文化交流部 作成責任者



上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮減（事業見直しによる減）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

事業見直しによる減

○ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

周年事業の計画が２～３年前に行われるのに対し、本事業を実施するにあたり、より当該国における対日関心を高められるか、効果的にア
ピール出来る文化事業内容かを十分に検討する必要がある。予算が年度直前にならないと確保出来ない点による計画策定の難しさを乗り
越えるための工夫が必要。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

外務省 ２５．５百万円

政府首脳ﾊｲﾚﾍﾞﾙの参加を得て、魅力ある日本文化を

ｱﾋﾟｰﾙし、任国との相互理解、日本好感度の増進を促

進

実施案件：日ﾄﾙｺ友好１２０周年（ﾄﾙｺ），日墨交流４００

周年（ﾒｷｼｺ），日・クウェート国交樹立５０周年（ｸｳｪｰﾄ）

Ｂ．企業（１２機関） １３．３百万円

各文化事業実施に際しての

現地企業へ支払う経費

Ａ．団体等（３機関） １２．２百万円

各文化事業実施に際しての

現地共催団体へ支払う経費

＜随意契約

＞

＜随意契約

＞



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 9.8 計 0

委託費
沖縄歌舞劇団　美　トルコ公演2010
公演団体との契約（トルコ）

9.8

B.（株）CHURA F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 7.7 計 0

金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

委託費
日・クウェート国交樹立５１周年）日本
舞踊「菊の会」公演（クウェート）

7.7

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる
ように記載）

A.菊の会 E.

費　目 使　途



支出先上位１０者リスト
A.

Ｂ

10 Mercure 和太鼓「壱太郎」公演飲料代（ｶﾀｰﾙ） 0.1 -

8
Al Mulla Rental & Leasing
Co.

（日・クウェート国交樹立５０周年）和太鼓「壱太郎」公演国内移費・
輸送費（ｸｳｪｰﾄ）

0.1 -

9 United Car Rentals Co,WLL 和太鼓「壱太郎」公演車輌借り上げ(ｶﾀｰﾙ） 0.1 -

6
Lord International Press
Est.

（日・クウェート国交樹立５０周年）和太鼓「壱太郎」公演広報宣伝費
（ｸｳｪｰﾄ）

0.2 -

7 Golden Pyramids Co.
（日・クウェート国交樹立５０周年）和太鼓「壱太郎」公演舞台設営費
（ｸｳｪｰﾄ）

0.2 -

4 ギュゼルイシ印刷会社 沖縄歌舞劇団　美　トルコ公演2010広報費（ﾄﾙｺ） 0.3 -

5
Al Mulla Rental & Leasing
Co.

日本舞踊「菊の会」公演国内移動費・輸送費（ｸｳｪｰﾄ） 0.2 -

-

3
Rabigh Petrochemical
Logistics (RPL)

和太鼓「壱太郎」公演国際輸送費（ｶﾀｰﾙ） 0.3 -

1 （株）CHURA 沖縄歌舞劇団　美　トルコ公演2010　公演委託費（ﾄﾙｺ） 9.8

随意契約

-

2
VIAJES TOYO MEXICANO
社

日墨交流400周年記念事業「女人舞楽公演」委託費（ﾒｷｼｺ） 2

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

随意契約

-

-

-3
INSTITUTO DE CULTURA
DE MORELOS

日墨交流401周年記念事業「女人舞楽公演」会場使用料等(ﾒｷｼｺ） 0.2

1 菊の会
（日・クウェート国交樹立５１周年）日本舞踊「菊の会」公演委託費
（ｸｳｪｰﾄ）

7.7

2 響和堂
（日・クウェート国交樹立５０周年）和太鼓「壱太郎」公演委託費
（ｸｳｪｰﾄ）

4.3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率




